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パワーレーザーDXプラットフォーム*の開始、および大阪大学サ
イバーメディアセンターのONIONシステムの活用について

パワーレーザーを用いた大型のレーザー装置を用いた実験の実施、データ収集のリモートを進
めています。

その際、大阪大学サイバーメディアセンターのONIONシステム** を利用する方向で準備してい
ます。このシステムはスパコン SQUIDとも連携していますので、シミュレーションデータと実験
データを利用する大規模データ解析にも活用できるよう試みます。

そのSQUID、およびONIONシステムは今年度前半にサービス開始し、安定に稼働しています。
レーザープラズマ研究者の活用も広がっています。

* パワーレーザーDXプラットフォーム - 先端研究基盤共用促進事業（先端研究設備プラット
フォームプログラム） 次ページに概要を紹介します。

** ONION(Osaka university Next-generation Infrastructure for Open research and open 
InnovatioN)とは、SQUIDと連携しているデータ集約基盤です。SQUIDのファイルシステム
EXAScaler、WEBストレージサービスONION-file、オブジェクトストレージ ONION-objectで構
成されています。
ONIONの構成(http://hpc.cmc.Osaka-u.ac.jp/onion/)

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/onion/#exascaler
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/onion/#onion-file
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/onion/#onion-object


先端研究基盤共用促進事業（先端研究設備プラットフォームプログラム）について


